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八 月踊 りの現 在

-笠利町笠利集落 を事例 として -
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鹿児島大学大学院人文科学研究科博士後期課程

 The Present Condition of Hachigatsu-odori 
—A Case Study of Kasari Village— 

                        NISHIMOTO Hisaaki 
      Ph.D. program student, Graduate School of Humanistic-Sociological Sciences, 

                          Kagoshima University 

 The Hachigastu-odori are the dances of ancestor worship, thanks and prayer for rich harvests 
traditionally performed in Amami Island. They have become symbols of inhabitants' 
consciousness in particular villages. But some villages have forgotten their Hachigatsu-odori. 
On the other hand some of the people who have left their villages to live elsewhere have 
conserved them. The purpose of this survey is to report the present condition of Hachigatsu-
odori and their conservation in Kasari village. 
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は じめに
み

八 月踊 りとは,旧 暦八 月,祖 先祭祀 と豊作 の感謝,祈 願 のか らみ あった,奄 美で 「三
はちがつ

八 月」 とよばれ る夏 正月 に踊 られ る踊 りで ある。チヂ ン(太 鼓)の リズム に合 わせ,

人 々が輪 にな り,男 性群 と女性群 で交互 に八月踊 りウタを掛 け合い なが ら踊 られ る。 シ

マ(集 落)社 会 において八 月踊 りは,三 八 月のみな らず,敬 老会 といった人 々の共 同体

行事 のなかで踊 られて きた。 この点 で八 月踊 りは,シ マ の共 同体意識 を象徴す る踊 りと

いえる。 しか し近年,経 済基盤 や社会組織 の変化 に伴 って,人 々の シマ社会への意識 自

体 も変化 し,ま た過疎化 と本土へ の人 々の流 出に より八 月踊 りが衰退 してい るシマ もあ

る(こ のシ ンポジウム当 日,本 報告者 の発表後 の質疑応答で は,数 人の喜界 島出身者か

ら,テ ー プに録音 された八 月踊 りウ タに合 わせ て踊 られてい る とい う現状 も報告 され

た)。 一方,シ マの外 に就職等 の理 由で流 出 した人 々に よ り,ア イデ ンテ ィテ ィの再確

認 として八 月踊 りが保存,踊 られている郷友会(同 郷組織)も ある。鹿児 島市 におい て

は,笠 利 町笠利集落(以 後,大 笠利集落)の 出身者 で構成 され てい る大笠利親睦会が こ

れに該 当す る。今 回,本 報告者 は親睦会 メ ンバ ー らの三八 月の帰郷 に同行 させ てい ただ

くとい うフィール ドワークの機会 に恵 まれた。記 して感謝 申 し上 げる。本報告で はこの

フィール ドワークに基づ いて,「 八 月踊 りの現在」 を概観 したい。

ところで,本 テーマ 「八 月踊 りの現在」が語 られるためには,経 年的 な調査が必要で

ある ことはい うまで もない。 しか し,シ マ ウタの研究 に 日が浅 い本報告者 は,残 念 なが
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らその経験を持たない。そのため今回はあえて,帰 郷者の視点をお借 りすることで,八

月踊 りの過去 と現在を比較 しようと考えた。十数人の帰郷者のほとんどが,八 月踊 りの

時期に合わせて帰郷するのは二,三 十年ぶ りとのことである。そのため八月踊 りの過去

と現在を比較することは,か れらにとり容易である。

1.大 笠利集落 と大笠利親睦会

大笠利集落は人口約千人,奄 美大島北部の笠利町の太平洋側に位置 している。三つの

区に分かれ1区 が城前田地区,2区 が里前地区,3区 が金久地区となっている。奄美で

伝統的なシマの地域区分,里(山 側)と 金久(海 側)と いった二つの地区に分かれてい

るのではない,め ず らしい地域区分であり,奄 美大島全体か らみても人口の多いシマで

ある。それゆえ鹿児島市内で大笠利親睦会が,郷友会 としては活発な活動をみせている。

大笠利親睦会はその成 り立ちが今から約五十年前で,現 在,約 八十世帯が加入 してい

る。年間の活動行事 としては1月 の役員人事の総会兼新年会,5月 の笠利町の郷友会全

体の敬老会,9月 の親睦会独 自の敬老会,そ して隔年の花見を兼ねたバスツアーが行わ

れている。 さらに2004年11月 には6年 ぶ りの 「餅貰い踊 り」を,親 睦会メンバーや他の

奄美出身者が多 く住む鹿児島市三和町とその近隣地域で行い,ハ ナ(祝 儀)と して多額

の活動資金を得た。それぞれの行事でシマウタの発表や八月踊 りが行われるのみならず,

最近では様々なイヴェントに招かれ,ウ タや踊 りの発表の場が持たれている。その親睦

会メンバーの間で2005年 の初め,八 月踊 りの時期に合わせた帰郷の計画が持ち上が り,

十数名が参加することとなった。

大笠利親睦会による 「餅貰い踊 り」 敬老会における 「六調」

2.フィ ール ドワ ー ク の経 過

2005年9月14日 か ら16日,三 八 月の後半 である 「シバサ シ」 に大笠利 に滞在,帰 郷者

らはそれぞれの実家や親戚,友 人 の家 に分 かれて滞在す る。本報告者 は1区 城前 田地区

の出身者宅 に宿泊す る。八 月踊 りは午後7時 半 に始 ま り深夜 まで続 く。踊 りは一か所で

踊 られる ものではな く,各 家 々の清 めの踊 りで あるため,移 動 しなが らの踊 りであ る。

以前 は各家 々,一 軒ずつ をまわっていたが,現 在で は数軒分 をま とめて路地や軒先,広

場 で踊 られる ようになった。大笠利 の三つ の区でそれぞ れ同 じ日,時 間帯 に踊 りは行 わ

れているため,本 報告者 は各 区を移動 しなが らの調査 となる。各区で,踊 りに参加 して

いる人数,各 区の世帯数,伝 承 されている八月踊 りウ タの レパ ー トリーで,一 か所の踊

りの時 間 と,そ のあ と振 る舞 われる食事 のため の時 間の長 さには違 いが あった。次 に各

区の八 月踊 りの現在 を概観 しよう。
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3.八 月 踊 りの現 在

1区,城 前 田地 区

城前 田地 区の八 月踊 りウタは,現 在 の60歳 代 の人 々で も容易 に理解で きない古態 を残

してお り,難 解 であるこ とが知 られている とい う。 そのため踊 る人 はい て もウタってい

る人が少 ない ように見受 け られた。 しか しなが ら,各 区 に共通 する ことであ るが,近 年,

若 い世代や子 どもの参加が増 え,か つ て子 どもが参加す るこ とが許 され なか った時代 よ

り,は るかに寛容 になったこ とが帰郷者 らか ら多 く聞か れた。 それ は,一 通 りの踊 りの

後 での 「六調」 のウ タや三味線,チ ヂ ン(太 鼓),さ らにハ ナ(祝 儀)の 披露 を,20歳 代

の若 い世代が務 めるこ とに もみ られ,帰 郷者 らに よれば昔で は考 え られ ない こ とだ とい

う。若 い世代 の積極 的な参加 は 「元 ち とせ現象」 に よる,シ マ の文化 をみ なおす ように

なったこ とも関係 しているだろ う。

2区,里 前地 区

大笠利集落 で最 も人 口の多 い里前地 区で は,年 長者 の,地 域文化 を継承 しよう とい う

意識が非常 に強 く,大 笠利集落全体 でシマ ウタの伝承 を行 う 「大笠利 わ らべ しまうたク

ラブ」 は この地 区で生 まれ,全 国的に活躍 している若手 のウタ者,吉 原 ま りか さん,中

村瑞希 さんを輩 出 している。 また八 月踊 りの練習 も 「里前集落八月踊 り勉強会」 として

八 月踊 りウ タの歌詞集 をつ くり,月 に二 回の練習 を行 っていた とい う(こ の歌詞集 につ

いては文末 にその曲 目の リス トを示 す)。 踊 りへの参加者 は多 く,特 に若 い世代 は青年

団を結成 し,か つての里前地 区の小字 をローマ字で デザ イ ンしたTシ ャツを着 てい るの

が 印象 的であ り,こ の地 区での地域文化 の継承が功 を奏 してい るこ とを象徴 してい た。

ちなみに この里前地 区では,今 回の八 月踊 りで三百万 円を超 えるハ ナが集 まった。

3区,金 久地 区

金久地 区 も人 口が多 く,踊 りは大規模 な ものであった。大笠利集落 は住民 の三割近 く

が カ トリック信者 とい う,日 本 で も有数 の信者 の多 い地域で あるが,こ の金久地区 にあ

る大笠利教会 のシス ター も制服姿 で踊 りに参加 していた。 さ らに,島 外か ら赴任 してい

る小学校 の教 師がハ ナの披露 を行 うな ど,帰 郷者 に よれば,こ れ らはいずれ もかつ ては

み られなかった光景 であった とい う。八月踊 りの特徴 としては,他 の二 区 より遅い テ ン

ポでウ タい踊 られ,こ れは金久地 区の人 々はゆっ くりとしゃべ る とい う住民気質の表れ

である とい う。

城前田地区の八月踊 り 里前地区の深夜のウタ遊び
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ま とめ

現在 の大笠利集落 の八 月踊 りに共通す るこ とは,若 い世代の参加が増 えたこ と,ま た

その世代 に年長者が,八 月踊 りにお ける重要 な役 目を任せ る ようになったこ とであ る。

特 に里前地 区にみ られたこ とであるが,若 い世代 のシマ社会 と文化 に対す る意識の変化

と,年 長者 か らかれ らへ の地域文化 の継承が功 を奏 し,そ の活性化 に より,八 月踊 りが

衰退 どころか これか らさらに隆盛 してい く例 をみるこ とがで きた。今 回のシンポジウム

のテーマ 「しまうたの未来」とい う観点か ら,地 域全体で シマ独 自のウタを掘 り起 こ し,

その伝承 に努 めるス タイルは特記すべ きこ とで ある。 シマウタの伝承 は現在,個 人の教

室 に よ り担 われるこ とも多 くなった。 そのため,あ るシマの出身者が別 のシマで教 える

となる と,場 合 に よってはそのシマ独 自のシマ ウ タ文化,つ ま りそ のシマ独 自の シマ ロ

の発音 や節 回 し,歌 詞が失 われる といったこ とも起 きか ねない。当然そ こで はシマ ウタ

と八 月踊 りの乖離 も起 きる。地域が シマウタ と八 月踊 りの両方 を伝承す るこ との重要性

は,里 前地 区が証 明 している。奄美 にお いて 「なつ か しさ」 とよばれる最大 の美的賛辞

は,シ マウ タにおいて,各 シマジマのシマ口 や節 回 し,三 味線 の奏法 といった独 自性の

集積,す なわちシマの匂 いをな くしては成 り立 たないか らで ある。

先 に八 月踊 りが,人 々の共 同体行事 のなかで踊 られて きた点で,シ マ の共 同体意識 を

象徴す る踊 りといえる と記 したが,八 月踊 りの集 団性 は,さ らにウタ遊 びを媒介 とし,

個人性が先行す る現代 の華 やかなステージ上 のシマ ウタ と表裏一体 となるこ とで 「しま

うたの〈豊 かな〉未来」 を約束す るだろ う。
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補足資料

以下,里 前集落八 月踊 り勉強会 の 『八月踊 り歌詞』 に収録 されている八月踊 りウタの

曲名 を示す。八 月踊 りウ タの 曲名,[]内 にその別名,()内 に 「クズ シ」(そ れぞ

れの八 月踊 りウ タにあわせ てウ タわれる別 の曲)を 示す。 この歌詞集 には同 じ曲名で も

異 な る表記が み られ るが,こ こでは歌 詞集の表記 に従 う(例 えば,「 ヒヤル ガフェ」 と

「ヒヤルガフェー」 な ど)。

おこぼり

1.う ぶ くれ[御 礼歌,い そあんが ま]

2.祝 つ け(ク ズシの曲名 は示 されず)

3.ま け まけ

(東立 ち雲 ・デ ンカイ主 ・ナカバ ルシ ョウタや ・ヒヤルガ ヨイスラ ・まけまけ)

4.赤 木名観音堂(う んにゃだる ・ほこ らしゃや ・稲す り節)

5.庭 ぬ糸柳(ど ん どん節)

6.し ゅんかね くわ(し ゅんかね くず し ・どん どん節)

7.や んこ らぬ いぶ(芦 花部節一番 ・今ぬ風雲)
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8.曲 りょ高 ちぢ(ま けまけ)

9.喜 界や湾 どま り(ヒ ヤルガ ヨイス レ ・まけまけ)

10.う しゃだ り[ヒ ヤルガフェ]

(ナカバ ル主 ・ヒヤルガ ヨイス レ ・デ ンカイ衆 ・まけまけ)

11.あ が んむ ら(ナ カバ ル主 ・ヒヤルが よいす れ ・デ ンカイ主 ・まけまけ)

12.あ じそえ

(塩道長浜 ・エ ンヤ レコ レ ・なかばる主 たや ・うてば うちぶ しゃや ・まけまけ)

13.人 が嫁女(芦 花部一番 ・うんにゃだる ・ほこ らしゃ ・今ぬ風雲)

14.う らとみ[宇 宿踊 り]

15.ね んごろ じゅ[天 川]

16.港 川水

17.ト ンパ ラぬ石[ち じゅりゃ]

18.つ づ ごだぬ うみ[う んぬつ ゆ]

19.サ ンバ ヌ フェ(ヒ ヤルガフェー ・なか ばる主 たや ・ヤーユ ヌフェ)

20.う りゃげ どり(エ ンヤ レコレ ・まけまけ)

21.や それの とい とい(な かばる主 ・ひや るが よいそれ ・まけまけ)

22.ひ やるが とい とい(ひ やるが よいそれ ・まけまけ)

23.廻 りあん ど

24.か んで く[あ ぶ しなが れ,縁 ぬ なが れ]

25.い そ踊 り

26.ナ ラベ歌


